
20 - 17
13 - 19
8 - 13

Ｃ 24 - 11
Ｍ コート

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
7 * 0 3 0 4 1 2 0 2 1 3 0 1 0 0
16 * 1 2 4 10 6 7 2 0 3 3 0 1 0 0
22 * 1 3 2 7 3 4 1 2 2 4 0 1 0 0
24 * 0 6 4 14 1 4 1 3 5 8 1 0 0 0
30 * 0 0 1 5 0 0 2 1 1 2 0 0 0 0
6 0 0 0 0 3 2 2 1 0 0 0 1 1 0 0
13 0 0 2 1 3 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
20 0 0 1 1 5 0 0 1 1 1 2 0 0 0 0
21 0 0 0 0 0 1 2 2 0 0 0 0 0 0 0
23 0 0 0 3 8 6 6 0 7 3 10 2 1 0 0
26 0 1 2 2 8 0 0 0 0 2 2 1 1 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 1 4 5 0
3 19 18 67 20 27 10 16 19 35 5 6 0 0

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 0 0 10 23 0 2 3 2 6 8 0 1 0 0
9 * 1 4 4 10 1 4 4 2 1 3 2 1 1 0
11 * 1 2 2 7 0 0 4 2 0 2 0 5 0 0
14 * 0 2 4 8 0 1 4 2 2 4 0 0 0 0
28 * 0 0 4 5 0 0 1 0 3 3 2 8 0 0
3 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
12 0 0 0 1 7 0 0 2 0 2 2 0 0 0 0
15 0 0 0 1 3 1 1 0 0 1 1 0 1 0 0
17 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 10 10 0
2 9 26 65 2 8 18 8 15 23 5 16 1 0
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22
刈川 真輔 3 7
新納 洵 2

0 2

0 - -

0 - -
萩原 大貴

3

田中 啓祐 8 32
山下 隼人 8 40

21

橋本 将弥 20 40
吉田 将伍 12 32
滝川 恭志 7
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龍谷大学

主審 古谷　栄一郎 副審 岡山　幸治

勝ち点　2
コ ー ト

戦評
【総括】
龍谷大学VSびわこ成蹊スポーツ大学。龍谷大学は#6橋本を中心としたチームであり攻撃力の高いチームである。
対して、びわこは#7西尾が中心のこちらも攻撃力の高いチームである。両者の得点力に期待したい。前半、両者一歩
も引かない展開を見せ、競り合ったゲームをする。後半、互いにターンオーバーが目立つが得点力で勝ったびわこが
勝利した。
【第1ピリオド】
試合開始とともに気迫のディフェンスで互いに点数を与えない。そんな中、龍谷大#9吉田のワンマン速攻で得点し
均衡は破れる。その後も#11瀧川が3Pシュートを決め7点のリードを奪う。対して、びわこは#16辻本、#7西尾、#23石田
を中心に得点をあげ、残り2分で2点のリードを奪う。互いに逆転を繰り返し、両者一歩も引かない展開を見せる。びわ
こ#16辻本が連続で得点し、17-20でびわこの3点リードで第1ピリオドが終了。
【第2ピリオド】
龍谷大#6橋本のミドルシュートからゲームは始まる。対するびわこは#14中村がミドルシュートですぐさま応戦する。
龍谷大は#6橋本、びわこは#16辻本が中心に、激しい点の取り合いが繰り広げ、点差は変わらず互いにリードを許さ
ない。第2ピリオド終了間際、びわこ#22山口がフリースローを2本きっちり決めるが、その後龍谷大の#6橋本が連続得
点し、36-33で龍谷大が3点リードで前半終了。
【第3ピリオド】
びわこ#13保科のミドルシュートからゲームが始まる。その後もびわこ#16辻本がフリースローを2本きっちり決め連続
得点し後半の流れをものにした。だが龍谷大#9吉田が3Pシュートを決めリードを許さない。びわこに流れはきているも
ののターンオーバーが目立つようになり、龍谷大に点数が入っていく。びわこ#14中村がタフショットを決め点差を保
つ。ここで体制を整えるため、びわこのタイムアウト。すると、びわこのディフェンスが良くなった。第3ピリオド終了間際
に龍谷大#6橋本がミドルシュートを決め、49-41で龍谷大のリードで第3ピリオドが終了。
【第4ピリオド】
開始早々、龍谷大#6橋本と#9吉田の連続得点で龍谷大が流れを掴む。びわこは意地を見せ、粘りのあるディフェン
スで龍谷大の速攻を防ぐ。残り6分点差は10点で龍谷大がリードしている。びわこ#23石田がガッツあるプレーを見せ
得点を奪い、その後も同じくガッツあるプレイで#16辻本がバスケットカウントをもらう。焦ってきた龍谷大がタイムアウ
ト。辻本がフリースローをきっちり決め、2点差になりその後も連続得点で逆転しびわこが逆転するがすぐさま龍谷大#6
がミドルシュートを決め逆転を繰り返す。残り1分でびわこ#16辻本が相手の隙を見てドライブし得点をあげる。そして、
＃6富岡がフリースローをもらいきっちり2本決める。龍谷大のベンチが動きタイムアウトを請求。残り16秒3点差びわこ
リード。そのままびわこペースで65-60でびわこが勝利した。
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戦評 長谷川　真生(大経大)
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びわこ成蹊ｽﾎﾟｰﾂ大学

冨岡 大晃 2

男子 ２次リーグ戦
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中村 洋紀 9

記録 関西学生バスケットボール連盟

23
辻本 龍太朗 17 29
西尾 優希

２Ｐ

開始時間

びわこ成蹊ｽﾎﾟｰﾂ大学

№ Ｓ 選　手　名 AS MIN
ＦＴ

Ｆ
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保科 涼平 2

60

敗チーム

6

28

３Ｐ ２Ｐ

-

PTS

12
篠原 朋宏 1

上杉 健大 7
0 -

65
RATE

1

山口 大地

0

10 18

石橋 知裕 2 24
17

5
12

22

-

15
-
-

-

0 -
0

石田 浩平

-

高石 康平 2

Team / Coach:

合　　　計
22.2% 40.0%RATE

中原　直之 -

25.0%

Team / Coach:

合　　　計
15.8% 26.9% 74.1%

龍谷大学

№ Ｓ 選　手　名 ＦＴ

西本 広志 0

-

３Ｐ

中村　友亮


